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The Hawaiian Shirt Monarch 

記事：Brian J.Arthurs 

 

革新：アルフレッド・シャヒーンのファブリック、ファッション

に対する感性が彼の色彩豊かな衣類にブームを巻き起こす 

 

 明確なビジョンを持つことがアルフレッド・シャヒーンの 

ビジネスを土台から積み上げる動機になっていたとしたら、彼は

とんとん拍子にその型を作り上げて行ったと言えるだろう。 

 ハワイアン・ファッションを世界に広めた先駆者として知られ

るアルフレッド・シャヒーンは、ハワイで初めて生地の製造に取

り組んだ第一人者でもある。 

 家族経営の小さなオーダーメイド洋品店を数百万ドルの売上を誇る卸・小売りビジネスへと展開させたシャヒ

ーン（1922-2008）は、1940年代から 1950年代初頭にハワイで初めてデザインから生地製造、洋服仕立てまで

をハワイという小さな限られた人口市場において手がけた人物だ。 

 オリジナルブランドを立ち上げ、世界中の高級百貨店に流通させるまでに発展した。ハワイでは労働者のユニ

フォームであった “アロハシャツ”に特に力を注ぎ、観光客向けギフトアイコンとしてアパレル業界において

もその概念を定着させた。 

 “彼は本当に先見の眼があったと思います” 

 そう語るのはワシントン大学のテキスタイル・服飾専門の教授、リンダ・アーサーさん。“彼はハワイにおい

てその存在が皆無だったアパレル産業を土台から築き上げ総合的なアパレルビジネスの基盤をハワイに作り上

げたのです” 

 1940年代から 50年代初頭におけるハワイにはアパレル産業というジャンルのビジネスは確立しておらず、米

国から仕入れた既存のプリント生地を家族経営で細々と縫製して販売している程度だった。“父が私に残してく

れた最大のレッスン、それは新しいビジネスを開拓してゆくときには他者に頼らずに、自らがビジネスを開拓す

る方法や技術を学んで培って行かねばならぬ、ということでした”と語るのはアルフレッド・シャヒーンの娘の

一人、カミール・シャヒーン・タンバーグさん。 

 

SMART GUY 

 “彼は天才だよ” 

 ホノルル拠点でカハラシャツのディレクターでもあり『Aloha Shirt:Spirit of the Islands』の著者でもあるデ

ール・ホープ氏は語る。“当時シャヒーン以外に、アパレル業界に関して深い知識を持ち、デザイナーやアーテ

ィスト、プリントデザインに誇りを持って製造から卸、小売りの流通、全てを一貫して行っていた企業はハワイ

には存在していなかったからね。オリジナルの芸術的なデザインの創造、それらを元に生地を製造、そこから洋

服を製造して、直営店と世界中に点在する取引先に流通させた販売ネットワーク、こうした縦割りビジネスを包

括的に行うというビジネススタイルは、当時では衝撃的ですらあったよ” 

 1949年、シャヒーンは Sand’n Surf Hand printsブランドを立ち上げ、第二次世界大戦中に使われていた兵

舎（かまぼこ形のプレハブ建築）を改造してホノルル郊外に工場を設立した。ウィッティアー大学時代に培った

数学、物理学、航空エンジニア学の経験からハワイ各地の廃品置き場から様々な中古部品を集めてきて、生地を



プリント印刷するための印刷機を作り上げた。 

 娘のシャヒーン・ターンバーグさんは言う。“父がビジネスをスタートしたときに直面した最大の問題は、当

時のハワイにはアパレル業界に従事できる技術労働者がいなかったことです。ですから、父自身が生地を製造す

る工程やデザイン、パターンなどを全て自ら学びそれを労働者たちに伝授し教育していく必要があったのです。” 

 1950 年には生地を染色し、デザインをプリントして仕上げを施す一連の工程が可能な製造機器を完成させて

いた。アーサー教授は“彼の成功の鍵となったのは、テキスタイル専門の化学者エドモンド・ランツ氏と手を組

んだことだと思います”と言う。ランツ氏とシャヒーンはカリフォルニア州で出会いが始まり、後に彼のファブ

リックを象徴する染色となるメタリックペイントを施す方法を共に開発した人物だ。アパレル業界において、斬

新で新しいものが売れ行きを伸ばすことをシャヒーンはすでに知っていたのかもしれない。2年後 1952年には、

彼の工場では 1か月間に 6万ヤードの生地を製造するまでに成長していた。 

 1956 年、シャヒーンは 800 万ドルを費やしホノルル近くに工場、ショールーム、オフィスを併設したコンプ

レックスを建設した。1959 年までには従業員数は 400 名を超え世界各国での販売を含めハワイ州内の直営店や

小売店を通じた販売実績は、当時の価格で年間 400万ドル(現在の価値でおよそ 3000万ドル：約 30億円)を超え

ていたと言われている。 

 アーサー教授は“当時のシャヒーンは米国全体におけるアパレル業界の国際化に大きな責任を課されていたと

思います。オリジナルデザインにアジアやポリネシア文化に基づくデザインを起用し、それらを当時新しい何か、

斬新な何かに飢えていた米国本土のアパレル産業に進出し、お互いのニーズがピタリとはまったのです”と述べ

ている。 

 アーサー教授によれば、シャヒーンのマーケティング力には恐るべき先見の眼と卓越した能力を持っていたと

言う。洋服についている商品タグにまでこだわり、そこには起用されたデザインパターンに関するストーリーや

背景が記載されており、購入者に特別な感覚をもたらしていた。その結果、彼の商品は米国本土の高級百貨店で

独自のコーナーを設け、ブティック展開をしていた。 

 “シャヒーンの洋服はオートクチュールではありませんでしたが、明らかに既製品ながらも高級ファッション

のジャンルとして販売されていました。特に女性用のドレスは非常に人気がありました。それは、単に色やデザ

インが優れているという点以上に、着用したときのフィット感が女性から絶大な支持を受けていたからです。シ

ャヒーンは、女性が一番美しく見えるシルエットを熟知していましたし、ゆえにシャヒーンのドレスを着た女性

は美しさが際立つ、と評判だったのです” 

 シャヒーンが米国本土進出を決意した裏には彼のパイロットとしての経験値や当時の航空業界の発展も大き

く関わっていました。当時、航空業界は急速に成長を遂げており、米国本土とハワイ州も多くの観光客向け路線

がオープンしている中で、彼はアパレル産業のサイクルも同様に急速な発展が見込まれると確信していたのだろ

う。シャヒーンの飛行機に対する興味や知識がまぎれもなく彼のアパレル産業革命に大きく影響していたと思わ

れる。 

 大学で航空学を学んだシャヒーンは第二次世界大戦で戦闘機のパイロットに従事し、フランス、ドイツ、イタ

リアで 3年以上に渡り P-47サンダーバート機を操縦していた。1945年に終戦を迎えハワイに帰国したシャヒー

ンは、ハワイアン航空ナショナルガードのパイロットを訓練するインストラクターとしても従事していたことが

ある。シャヒーン・ターンバークさんは“父はアパレル業界にいながらも航空機に対する情熱や情報収集を継続

していました。そこで培われた知識や経験値が後に、航空運賃の値下がりやフライト路線の拡大などに対する可

能性を見出していた結果、アパレル産業でのビジネス発展に影響していたのだと思います”と言う。 

 シャヒーンのプライベートでは、一人目の妻との出会いは悲しみの中で生まれていた。彼の従兄弟エミルが戦

死し、エミルの婚約者であったアメリアの存在を知っていたシャヒーンは彼女の元を訪れ、それをきっかけに 2

人は結婚することになった。 

 シャヒーンはテキスタイル産業で活躍する家族の元、ニュージャージー州で生まれた。1930 年代後半に家族



全員でホノルルに移住するも、その直後シャヒーンはカリフォルニア州の大学に入学。そしてパイロットとして

戦争に参戦。戦後ハワイに帰国してからは、家族が営む洋品店を手伝っていた。 

 シャヒーンは引退するまで現役を貫き、1960 年代から 70 年代の最盛期にも常に現場を指揮していた。1961

年、エルビス・プレスリーのサウンドトラックアルバム「Blue Hawaii」で、シャヒーンデザインのアロハシャ

ツをエルビスが身につけていたことから、彼のアロハシャツが世界的に有名になるきっかけとなった。シャヒー

ンは 40 年以上、現場主義で現役を続行し、１９８８年引退するまでハワイでアパレル産業の発展に大きく貢献

した。 

 2008年 12月に 86歳で永眠。糖尿病による合併症が原因だった。 

 

Huzzahs：万歳！ 

 2001 年、ハワイ州はシャヒーンのアパレル業界における功績を讃え、彼にライフタイム・アチーブメント賞

を授与した。2006年にはホノルルアドバタイザー誌が 1856年以降、ハワイ州において文化的、政治的、社会的、

環境的に影響を与えた 150人の人物を選出し、その中の一人にシャヒーンは選ばれている。 

 現在はシャヒーン・ターンバーグさんがアルフレッド・シャヒーンのデザインに対する全ての権利を保有して

おりハワイのアパレルショップ、レイン・スプーナーとライセンス契約を締結している。レイン・スプーナーは

1950年代から 60年代のシャヒーンのオリジナルテキスタイルデザインを起用したアロハシャツを製造、販売し

ている。 

 今日ではシャヒーンのオリジナルドレスやシャツはビンテージコレクションとして取り扱われており、オリジ

ナルシャツは eBay で 5000 ドルで取引されるなど非常に貴重なコレクションになっている。シャヒーン・ター

ンバーグさんはこの 10 年間ほど全米各地から父であるシャヒーンデザインのオリジナルコレクションのドレス

やシャツを収集し、展示会開催を積極的に行っていく予定だと言う。 




